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六
月
号

発
行
所

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

電
話
幽
二
九
六
九

　
　
醐
〇
三
一
三

振
替
東
京
三
七
六
〇
〇

発
行
人
　
阿
部
竜
伝

編
集
者
　
伊
東
堅
純

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
社

仏
教
の
近
代
化
の
組
織
化
を

第
九
回
懸
仏
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
、
四
日
札
幌
市
で
開
催

　
既
報
の
と
お
り
、
来
る
七
月
三
、
四

日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
北
海
道
札
幌

市
の
大
谷
会
館
を
会
場
に
し
て
、
「
第

九
回
四
仏
講
習
会
」
を
左
記
の
と
お
り

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
弦
に
そ

の
主
旨
と
す
る
点
を
つ
い
て
見
た
。

　
　
　
　
記

一、

咩
冝
@
　
七
月
三
、
四
両
日

一、

齒
梶
@
　
札
幌
市
南
三
、
西
一

　
　
　
　
　
　
　
大
　
儒
書
　
館

一
、
講
師
と
演
題

　
　
否
定
即
肯
定
の
宗
教

　
　
　
一
真
室
妙
有
に
つ
い
て
1

　　

V
総
噸
搬
舟
橋
幽
霊

　
未
　
定

　
　
神
田
寺
主
管
　
友
松
円
諦
氏

　
新
興
宗
教
の
実
態
に
つ
い
て

　
　
元
文
部
省
宗
務
課

　　

鼬
荢
資
ｹ
井
上
恵
行
氏

　
日
本
文
化
と
仏
教

　
　
早
稲
田
大
学
教
授
　
仁
戸
田

　
　
文
学
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
士
　
六
三
郎
氏

　
新
し
い
寺
院
の
社
会
教
育
活
動
に

　
　
つ
い
て

　
　
　
早
稲
田
大
学
教
授
伊
藤
道
…
機
甲

一、

ｦ
賛
　
　
北
海
道
仏
教
会
連
盟

一
、
主
旨

　
創
価
学
会
々
長
池
田
大
作
氏
は
諸
賢

御
承
知
の
如
く
来
る
衆
院
選
に
於
て
公

明
会
所
属
候
補
三
〇
名
の
絶
体
当
選
を

目
標
と
し
て
立
候
補
さ
せ
る
と
明
言
し

た
。
　
此
の
声
明
は
各
層
各
界
に
遷
る
意
味

に
於
て
一
寸
し
た
驚
き
を
も
た
ら
せ
た

こ
と
は
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
各
政
界
人
の
此
の
声
明
に
始
め
て
公

明
会
を
知
り
、
そ
の
基
で
の
、
宗
教
法

人
、
創
価
学
会
を
今
更
乍
な
悉
知
さ
れ

た
こ
と
と
思
う
。

　
わ
が
国
人
口
の
九
〇
％
は
仏
教
徒
で

あ
る
こ
と
は
仏
教
者
の
自
認
し
て
い
る

処
で
亦
間
違
い
で
は
な
い
。

　
創
価
学
会
も
亦
日
蓮
を
祖
師
と
す
る

仏
教
徒
で
あ
る
と
す
る
。

　
政
界
人
が
始
め
に
述
べ
た
衆
院
選
立

候
補
絶
体
当
選
に
お
い
て
動
揺
し
た
と

同
様
に
仏
教
者
は
始
め
に
は
、
こ
れ
を

新
興
宗
教
恐
る
に
足
ら
ず
と
自
負
し
て

い
た
が
、
ま
た
或
る
意
味
に
お
い
て
動

揺
は
か
く
せ
な
い
。

　
今
日
、
仏
教
教
化
の
聖
職
に
あ
る
お

互
い
が
、
こ
の
創
価
学
会
を
あ
ら
た
め

て
批
判
の
段
階
か
ら
反
省
の
体
制
に
変

っ
て
来
た
事
も
亦
過
言
で
は
な
い
。

　
　
や
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ぬ
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
カ

　
然
し
何
ら
恐
る
に
足
り
な
い
こ
と
を

　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ぬ

確
言
す
る
、

　
何
故
か
。

　
創
価
学
会
は
仏
教
の
教
理
に
於
て
は

物
の
数
に
入
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
何
が
今
日
各
界
各
層
に
動
揺
と

反
省
を
も
た
ら
し
め
た
か
。

　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
た

　
こ
れ
即
ち
組
織
力
あ
る
の
み
で
あ
る

組
織
力
こ
そ
、
各
界
各
層
に
お
け
る
現

実
で
あ
ろ
う
。

　
仏
教
者
は
一
体
と
な
っ
て
こ
の
組
織

力
を
結
集
す
べ
き
で
あ
る
、
全
仏
は
仏

教
人
口
の
組
織
化
を
強
力
に
押
し
進
め

た
、
そ
し
て
生
れ
た
日
本
仏
教
文
化

会
議
が
そ
れ
で
あ
る
。
諸
賢
よ
、
そ
し

て
更
に
こ
れ
に
加
え
て
仏
教
徒
の
近
代

化
で
あ
ろ
う
と
思
料
す
る
、
今
此
所
に

全
仏
講
習
会
の
意
義
が
あ
る
。
先
ず
お

互
い
仏
教
者
は
之
の
講
習
会
に
参
画
す

べ
き
で
あ
る
。

　
仏
教
の
真
理
探
求
の
一
面
に
舟
橋
講

師
は
還
れ
を
指
示
す
る
。
井
上
講
師
は

新
興
宗
教
創
価
学
会
、
及
立
正
交
正
会

を
始
あ
と
し
て
新
興
説
を
各
面
か
ら
説

か
れ
る
だ
ろ
う
。
近
代
化
の
面
に
仁
戸

田
講
師
は
亦
解
明
す
る
、
仏
教
者
の
社

会
活
動
に
就
て
具
体
面
を
伊
藤
講
師
が

指
示
す
る
だ
ろ
う
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
り
　
　
も
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
た
　
　
も

　
現
代
社
会
に
於
け
る
仏
教
の
役
割
を

　
へ
　
　
ぬ
　
ミ
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
解
明
し
、
そ
の
近
代
化
と
組
織
活
動

　
へ
　
　
も
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
カ

　
を
推
進
す
る
。

　
こ
の
緊
急
問
題
解
決
が
使
命
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
国
の
諸
賢
聖
よ
こ
の
意
を
体
し
て

こ
の
教
法
開
展
の
会
に
進
ん
で
参
加
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
。

　
地
域
仏
教
会
と
の
研
修
会

　
一
北
海
道
旭
川
市
と
富
良
野
町
で
一

　
か
ね
て
全
仏
は
地
域
仏
教
会
と
の
研

修
会
を
実
施
し
て
来
た
が
一
足
飛
び
に

講
鵜
無
難
聚
齢
す
る
．
。

　
　
　
　
記

一
、
主
催
　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
旭
川
仏
教
会

一、一い一、

協
賛
　
旭
川
懇
懇
学
園

日
時
　
六
月
三
十
日
午
後
二
時

場
所
　
旭
川
市
公
会
堂

講
師
と
議
題

　
仏
教
者
の
社
会
活
動
の
具
体
面

に
つ
い
て
、

　
　
　
　
早
大
教
授
　
伊
藤
道
機
氏

　
　
　
　
　
未
　
定

　
　
　
　
東
大
講
師
　
石
田
瑞
麿
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
交
渉
中
）

　
　
　
　
於
富
良
野
町

　
　
　
　
　
記

一、

蜊
ﾃ
　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
一
　
心
　
団

一、

厲
栫
@
七
月
一
日
午
後
一
時

一
蕩
鯖
と
灘
野
町
興
隆
寺

　
　
仏
教
者
の
社
会
活
動
の
具
体
面

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
早
大
教
授
　
伊
藤
道
機
氏

　
　
　
　
内
　
訳

　
　
　
　
　
イ
、
一
、

　
　
　
　
　
黒

　
　
　
　
　
ノ

五
、
募
金
の
期
間

　
　
　
　
　
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
百
年
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
事
業
賛
助
要
項

一、

?
@
　
意

難
灘
灘
無
謬
撫
跳
馬
鑑
鷲

二
、
事
務
分
掌

獣
羅
講
鋤
藩
簾
隷
灘
酒
離
盛
淫
蕩

三
、
賛
助
事
業

黙
思
鯉
凱
難
罫
盤
台
に
お
け
る
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
幕

紫
翻
舞
灘
駐
朋
瀦
翻
暖
争
議
淵
聾
定
の
第
七
回
世

　
海
　
カ
ル
カ
ッ
タ
に
建
設
さ
れ
る
仏
教
文
化
セ
ン
タ
ー
募
金
へ
の
協
力
。

四
避
鋤
禦
影
藩
邸
セ
ン
タ
ー
に
日
本
仏
教
孕
ム
の
設
置
。

　
　
　
総
　
額
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

○
○
○
万
円
（
東
南
ア
ジ
ア
関
係
貿
易
商
社
）

四
〇
〇
万
円
（
加
盟
団
体
、
有
力
寺
院
、
一
般
仏
教
徒
）

一
〇
〇
万
円
（
仏
跡
参
拝
者
）

　　　八　七　　六
税募　”人　’
措金必募全曲全所賛辞
乳袋要金仏金日要助和
の趣にの高曇本経事三
申再応方長豪渓費業十
島書じ法名者教はの九
’の’をの会募経年
経作協以処常金費五
団成力　て遇務の　月
連総会　　’理一　よ
’びの　感　直隠　り
国貿結　謝　会を　一
際易成状　の限　ケ
貿商を　を　二度　二
二社な
振のす
興募。
会金ま
等にた
の対一
堂し般
力て仏
をは教
得’遣
る大に
ご実弾
と浮し
。のて

免は

お　認と
く　をし

覧製
懇
　　墓楚

　　．諏

　　姦

　　盤

　　法

間
、

但
し

達
成
目
標
を
十

月
と

す
る

w　　‘
“　嘘’

　一　　　　　　　　　　　　　　　　，、
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全
仏
常
務
理
事
会
で
決
定

ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
記
念
事
業
に
協
力

全
仏
3
8
年
度
決
算
、
デ
ン
マ
ー
ク
派
遣
団
も

　
鉢
植
常
務
理
事
会
は
五
月
十
三
日
午

前
十
時
二
十
分
か
ら
同
十
二
時
三
十
分

に
亘
り
、
東
京
築
地
レ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ボ

イ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
左
記
議
案
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

　
　
　
議
案

一、

ｺ
和
三
十
八
年
度
事
業
報
告
及
決

　
算
報
告
書
に
つ
い
て

二
、
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
百
年
祭
協
力

　
会
規
程
案
に
つ
い
て

三
、
デ
ン
マ
ー
ク
へ
全
仏
代
表
団
派
遣

　
に
つ
い
て

　
ま
ず
阿
部
総
務
局
長
が
開
会
を
宣
し

金
剛
常
務
理
事
が
議
長
に
就
任
し
第
一

号
議
案
が
上
程
さ
れ
、
伊
東
総
務
部
長

が
詳
細
に
亘
っ
て
説
明
、
上
野
、
鵜
飼

両
常
務
理
事
か
ら
若
干
の
質
問
が
あ
っ

た
が
、
別
案
掲
の
原
通
り
決
定
承
認
を

得
た
。
つ
い
で
第
二
号
議
案
が
上
程
さ

れ
、
中
山
国
際
局
長
、
柳
同
部
長
が
夫

々
説
明
し
た
が
、
原
案
の
協
力
会
規
定

（
案
）
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
個
所
も
多

々
見
う
け
ら
れ
る
の
で
必
要
以
外
の
条

項
を
す
べ
て
除
い
て
修
正
し
た
上
で
発

表
す
べ
し
と
云
う
こ
と
で
、
内
容
的
に

は
万
場
一
致
の
賛
成
を
得
た
。
な
お
献

金
さ
れ
た
各
位
へ
は
全
仏
会
長
名
に
よ

る
感
謝
状
を
お
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
　
（
修
正
し
た
同
協
力
会
記
念
事
業

賛
助
要
項
は
別
掲
の
と
お
り
）

　
第
三
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、
岩
野
文

化
局
長
及
中
山
局
長
よ
り
従
来
の
経
過

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
別
所
文
化
部

長
よ
り
当
日
ま
で
決
定
ず
み
の
各
代
表

の
氏
名
を
発
表
し
、
承
認
を
得
た
。
ま

た
全
仏
か
ら
の
贈
呈
品
で
あ
る
大
蔵
経

の
拠
出
金
三
十
万
円
に
つ
い
て
も
了
承

し
た
。
な
お
全
仏
事
務
総
局
か
ら
麻
布

事
務
総
長
、
阿
部
総
務
局
長
、
別
所
文

化
部
長
、
岩
本
組
織
部
長
の
四
名
が
代

表
団
に
加
わ
る
こ
と
に
決
定
了
承
さ
れ

た
。

　
な
お
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

農
地
解
放
者
同
盟
の
三
宅
桂
仙
師
が
来

席
し
、
綱
島
同
盟
会
長
の
招
集
に
よ
る

八
名
の
国
会
議
員
に
よ
る
小
委
員
会
が

活
躍
し
て
い
る
の
で
、
全
仏
と
し
て
感

謝
状
を
お
く
る
な
ど
感
謝
の
意
を
表
さ

れ
た
い
と
要
望
あ
り
、
こ
れ
も
全
員
異

議
な
く
承
認
し
た
。
な
お
署
名
委
員
は

太
田
淳
昭
、
金
子
弁
浄
の
両
常
務
理
事

　
当
日
出
席
者
は
、
金
子
弁
浄
、
金
剛

秀
一
、
太
田
淳
昭
、
中
山
理
々
、
鵜
飼

隆
玄
、
阿
部
竜
伝
、
上
野
頼
栄
、
宮
崎

文
輝
、
山
本
杉
の
各
常
務
理
事
（
順
不

敬
略
）
外
に
委
任
状
三
通
。
当
局
か
ら

麻
布
事
務
総
長
、
岩
野
文
化
局
長
、
黒

田
組
織
局
長
、
別
所
、
岩
本
、
伊
東
、

柳
各
部
長
、
各
局
主
事
が
出
席
し
た
。

　
一
八
六
四
年
九
月
十
七
日
（
元
治
元

年
）
セ
イ
ロ
ン
に
仏
教
復
興
の
偉
材
、

ア
ナ
ガ
リ
カ
・
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
生
れ

た
。　
十
六
世
紀
の
は
じ
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
が
、
コ
ロ
ン
ボ
に
来
て
侵
略
者
と
し

て
惨
酷
な
カ
ト
リ
ッ
ク
強
制
を
行
っ
て

以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
に
セ
イ

ロ
ン
支
配
の
バ
ト
ン
は
受
け
つ
が
れ
、

三
百
五
十
年
に
亘
る
強
力
な
キ
リ
ス
ト

教
の
圧
迫
に
あ
っ
て
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王

時
代
王
子
マ
ヒ
ン
ダ
長
老
に
よ
っ
て
二

千
二
百
年
の
昔
に
仏
教
を
受
容
し
、
仏

陀
浬
桑
の
年
を
以
っ
て
建
国
の
年
と
誇

る
南
方
戒
律
仏
教
（
テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
）

の
総
本
山
た
る
セ
イ
ロ
ン
の
仏
教
は
真

に
危
殆
に
瀕
し
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ン
ボ
市
郊
外
コ
ル
ピ
テ
イ
ヤ
の

素
封
家
の
長
男
に
生
れ
た
ダ
ル
マ
パ
ー

ダ

点
と
し
て
、
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
一
九
一

五
年
に
創
立
し
た
カ
ル
カ
ッ
タ
の
印
度

大
菩
提
会
の
旧
建
物
を
改
増
築
し
、
仏

教
を
現
代
に
生
か
す
新
様
式
の
国
際
仏

教
文
化
セ
ン
タ
ー
を
以
て
、
威
容
を
整

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
プ

．
ラ
ン
で
は
予
算
二
百
万
ル
ピ
ー
（
一
億

五
千
二
百
万
円
）
で
、
仏
堂
、
講
堂
、

会
議
室
、
図
書
館
並
び
に
百
人
乃
至
百

五
十
人
の
巡
拝
者
が
宿
泊
出
来
る
簡
易

ホ
テ
ル
風
の
個
室
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
　
　
一
九
五
〇
年
に
セ
イ
ロ
ン
で
第
一
回

世
界
仏
教
徒
会
議
が
開
催
さ
れ
て
以

来
、
日
本
か
ら
多
く
の
僧
侶
に
よ
っ
て

印
度
仏
跡
巡
拝
団
が
送
り
出
さ
れ
て
い

る
が
、
最
近
為
替
関
係
の
好
転
に
伴

い
、
巡
拝
団
が
益
々
盛
ん
に
な
る
傾
向

を
示
し
て
い
る
の
は
、
我
国
の
文
化
周

年
（
一
九
三
三
年
）
に
顛
難
辛
苦
の
護

法
の
生
涯
を
終
る
ま
で
影
の
形
に
そ
う

が
如
く
に
仕
え
た
の
で
あ
っ
た
。
ダ
ル

マ
パ
ー
ラ
師
の
没
後
は
、
師
の
遺
言
し

た
国
際
仏
教
普
及
の
大
事
業
を
継
ぎ
カ

ル
カ
ッ
タ
の
大
菩
提
会
に
い
て
、
ル
ン

ビ
ニ
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
、
サ
ル
ナ
ー
ト
、
ク

シ
ナ
ガ
ラ
始
め
、
各
仏
跡
の
大
復
興
に

っ
と
め
、
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
の
巡
拝
者

の
世
話
に
献
身
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。　
戦
後
我
国
に
逐
年
増
加
す
る
印
度
仏

跡
巡
拝
の
各
位
は
、
先
ず
カ
ル
カ
ッ
タ

の
大
菩
提
会
で
ヴ
ァ
リ
シ
ン
ハ
氏
の
好

意
を
う
け
た
経
験
を
御
忘
れ
に
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
氏
は
各
位

が
大
菩
提
会
々
員
に
加
入
し
て
そ
の
仏

教
運
動
を
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の

に
感
謝
し
て
い
る
。

ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
記
念
事
業
と
し
て

　
カ
ル
カ
ッ
タ
国
際
仏
教
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
お
願
い

う
は
、
若
く
し
て
仏
陀
に
帰
依
し
当
時

セ
イ
ロ
ン
に
立
ち
上
っ
た
偉
大
な
る
熱

血
の
仏
者
グ
ナ
ー
ナ
ン
ダ
長
老
の
憤
起

を
つ
ぎ
、
世
界
的
規
模
に
於
て
セ
イ
ロ

ン
仏
教
を
振
い
立
た
せ
、
更
に
印
度
の

仏
教
再
興
、
殊
に
壊
滅
に
瀕
し
た
印
度

仏
跡
の
復
興
に
そ
の
全
身
霊
全
を
捧
げ

た
。
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
は
父
祖
か
ら
つ
い

だ
莫
大
な
財
産
を
悉
く
仏
教
の
た
め
に

費
し
、
自
ら
は
生
涯
独
身
に
て
東
奔
西

走
、
舌
端
火
を
吐
く
雄
弁
と
不
滅
の
文

章
を
以
て
七
十
年
の
一
生
を
仏
陀
に
つ

か
え
て
燃
や
し
尽
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
年
は
、
ア
ナ
ガ
リ
カ
ダ
ル
マ
パ
ー

ラ
の
生
誕
祭
が
セ
イ
ロ
ン
及
び
印
度
で

行
わ
れ
る
。
殊
に
印
度
で
は
ネ
ー
ル
首

相
が
後
援
し
、
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
が
熱
血

の
生
涯
を
捧
げ
た
印
度
仏
跡
の
復
興
を

記
念
し
、
ア
ジ
ア
仏
教
国
巡
礼
者
の
拠

準
向
上
の
た
め
誠
に
慶
賀
に
た
え
な

い
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
英
国
支
配
の

間
に
、
全
く
荒
廃
に
帰
し
た
印
度
仏
跡

を
復
興
す
る
た
め
に
、
一
生
を
捧
げ
た

ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
百
年
祭
の
記
念
事
業
た

る
カ
ル
カ
ッ
タ
の
国
際
仏
教
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
対
し
、
我
々
は
国
力
に

応
じ
て
寄
附
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
ぬ
と
思
う
。
日
本
の
寄
附
は
ア
ジ
ア

各
国
の
仏
跡
巡
拝
者
に
よ
っ
て
深
く
感

謝
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
東

南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
国
民
外
交
の
一
石

と
も
云
う
べ
き
で
あ
る
。

　
今
度
来
日
し
た
D
・
ヴ
ァ
リ
シ
ン
ハ

氏
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
幼

年
八
才
の
時
か
ら
ダ
ル
マ
バ
ー
ラ
師
の

養
子
と
し
て
訓
育
さ
れ
、
師
の
仏
跡
復

興
の
大
菩
提
会
の
運
動
に
従
い
そ
の
師

に
な
ら
い
独
身
を
守
り
、
氏
が
昭
和
八

　
今
回
は
、
本
年
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
師

の
生
誕
百
年
の
記
念
年
間
に
際
し
、
一

億
五
千
余
万
円
の
募
金
を
得
て
、
カ
ル

カ
ッ
タ
に
お
け
る
国
際
仏
教
文
化
セ
ン

タ
ー
の
完
成
を
め
ざ
し
、
永
遠
に
ア
ジ

ア
の
ホ
ー
プ
た
る
日
本
仏
教
界
の
協

力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
実
に
氏
は
老

来
い
よ
い
よ
世
界
平
和
に
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
仏
法
久
住
の
念
願
に
燃
え
、
宿
瘤

を
犯
し
て
来
日
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。　
何
卒
普
く
日
本
仏
教
僧
俗
各
位
の
御

共
感
を
切
に
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
五
月
　
　
敬
　
具

東
京
都
中
央
区
築
地
三
ノ
一
（
本
願
寺

内
）　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会
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　　昭和38年度財団法人全日本仏教会

　　歳　入　歳　出　決　算　書
歳　　　入
　1金9，265，000円　　　歳入予算額
　1金9，055，616円　　　歳入決算額
歳　　　　出
　1　金　9，265，000円・一　　　　歳出予算額

　1金9，038，458円　　’ 歳出決算額

　1　金　　17，158円　　　　　　歳計剰余金

　　　　　17，158円　銀行預金（39年度繰越）

　　　　　　　175円　　　〃　　（退職積立金）

　　昭和38年度財団法人全日本仏教会
　歳　　入　　歳　　出　　決　　算

歳入の部
科 目

款 項 目

負担金

寄付金
未納徴収金

基金果実

雑収入
引　継台
1特別会計

繰入金

宗派負担金

団体負担金

予算額

7，380，000

6，280，000

1，100，000

400，000

500，000

35，000

300，000

決算額

7，120，700

6，381，500

739，200

300，000

429，000

35，350

523，664

50，000　　　　46，902

600，000　　　600，000

歳 入 計
「9・265…d9・・556・6

歳出の部
科 目

款 項 目

・事務総局費

人件費

事務費

職員俸給

諸　　給

厚生費
退職積立金

借館内室費

通信費

消耗費

光熱費

備品費

予算額

5，262，833

3，052，833

1，982，000

832，000

170，000

68，833

1，110，000

300，000

400，000

50，000

20，000

170，000

決算額

5，258，093

2，962，705

1，958，000

789，768

146，104

68，833

1，196，664

300，000

総務局費

組織局費

旅　　費

印刷費

雑諸費

文化局費

国際局費

雑　　費
予備費

関西事務局
費

旅　　費

鞭事務局

会議費

理事会費

共通事項処
弁費

調査研究費

評議員会費
屠種委員会

費

会議費

共通事項処
弁費

調査研究費

渉外費

組織強化費

教化費

弘報費

文化運動費

国外運勲費

渉外費

費
徒
費

化
教
強
仏
議

織
内
組
国
会

講習会費

教化諸費

機関紙発行
費

宣伝報道費

文化会議費
資料作成費
時局対策

処理費

海外仏教使

節接待費
世界仏教徒
文化交流費
国際仏教

運動費

歳 出 計

500，000

600，000

600，000

1，461，000

741，000

81，000

110，000

200，000

350，000

220，000

220，000

200，000

200，000

300，000

300，000

1，480，000

870，000

250，000

620，000

180，000

100，000

80，000

430，000

380，000

50，000

470，006

470，000

100，000

10，000

360，000

500，000

500，000

170，000

100，000

230，000

60，000

31，167

9，265，000

498，724

600，000

600，000

1，411，518

703，245

69，500

107，040

191，535

335，170

213，640

213，640

195，238

195，238

299，395

299，395

1，473，162

791，711

198，816

692，895

224，820

157，190

67，630

150，000

20，000

500，000

456，631

419，806

36，825

397，590

49，775

0

277，765

149，860

21，674

498，724

384，817

384，817

12，940

　　0
371，877

458，622

458，622

162，160

67β60

229，102

52，246

　　0
9，038，458

　　　　上記の通り決算報告致します。

　　　　　　昭和39年4．月22日
　　　　　　　財団法人全日本仏教会
　　　　　　　　　理事長　訓　覇　信　雄　圃
監査の結果、証愚も完備し収支が適正に行なわれていたこ
とを認めます。

　　　　　　昭和39年4月22日
　　　　　　　財団法人　全日本仏教会

　　　　　　　　　監事藤川　博㊥
　　　　　　　　　監事長岡慶信㊥
　　　　　　　　　監事萩原大螢㊥
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畦
≡
≡
琶
仏
教
を
現
代
に
如
何
に
生
か
す
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」
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＝
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旧

…
　
　
日
本
仏
教
文
化
会
議
創
立
す
　
　
　
…

訓
≡
≡
≡
＝
＝
≡
≡
一
＝
＝
≡
三
＝
＝
≡
＝
一
一
＝
＝
第
3
回
仏
教
文
化
東
京
会
議
も
開
催
≡
≡
≡
≡
一
別

日
本
仏
教
文
化
会
議
の
創
立
と

　
第
三
回
仏
教
文
化
東
京
会
議
開
催

　
既
報
の
通
り
全
仏
文
似
島
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
し
た
「
日
本
仏
教
文
化
会

議
」
の
発
会
式
が
、
五
月
一
日
午
後
一

時
よ
り
東
京
神
田
、
学
士
会
館
に
観
て

「
第
三
回
仏
教
文
化
東
京
会
議
」
を
兼

ね
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
先
づ
「
日
本
仏
教
文
化
会
議
」

の
創
立
総
会
か
ら
開
催
さ
れ
経
過
報
告

と
趣
意
説
明
加
え
て
規
約
案
説
明
に
つ

い
で
増
永
霊
鳳
運
営
委
員
よ
り
事
業
計

画
案
な
ど
の
発
表
を
行
い
全
て
原
案
通

り
之
れ
を
可
決
役
員
選
出
に
移
っ
た
。

　
な
お
当
面
の
事
業
計
画
は
、
六
月
二

十
鳩
の
京
都
、
同
二
十
一
日
の
金
沢
、

つ
い
で
仙
台
、
名
古
屋
、
そ
の
他
各
地

区
で
仏
教
文
化
会
議
を
開
催
し
、
そ
の

研
究
討
議
を
通
じ
て
、
現
代
社
会
の
当

面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
仏
教
徒
と
し

て
の
実
践
方
向
を
確
立
し
、
活
動
に
踏

み
込
ま
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
議
長
副
議
長
選
出
に
移
り

　
議
長
　
　
　
　
鈴
木
大
拙
文
学
博
士

副
議
長
　
東
北
大
学
総
長
石
津
照
爾
氏

　
〃
　
　
東
京
大
学
文
学
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
元
氏

　
〃
　
　
京
都
大
学
名
誉
教
授

〃〃

　
　
　
　
　
　
羽
渓
了
諦
氏

九
州
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
干
潟
竜
祥
氏

東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
宮
本
正
尊
氏

の
諸
芸
が
選
出
さ
れ
万
場
一
致
可
決
さ

れ
、　
続
い
て
当
日
御
出
席
の
議
長
鈴
木
大

拙
氏
並
び
に
羽
渓
副
議
長
、
宮
本
副
議

長
の
就
任
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
鈴
木
議
長
挨
拶
要
旨

仏
教
が
世
界
文
化
に
貢
献
す
る
た
め
に

は
仏
教
徒
自
身
の
各
方
面
に
渉
る
研
讃

が
先
づ
第
一
で
あ
る
。
欧
米
の
文
化
は

キ
リ
ス
ト
教
か
広
く
基
盤
と
な
っ
て
行

き
渡
っ
て
い
る
が
、
い
か
ん
な
が
ら
仏

教
は
、
こ
の
点
に
於
い
て
立
ち
お
く
れ写真は東京教育大学唐沢先生の講演のもよう

て
居
る
感
が
あ
る
。
是
非
之
の
日
本
仏

教
文
化
会
議
が
中
心
と
な
っ
て
、
世
界

的
視
野
の
中
で
、
仏
教
文
化
の
世
界
的

宣
揚
に
努
め
て
欲
し
い
。

　
と
披
露
さ
れ
、

　
羽
渓
了
諦
副
議
長
か
ら
は
、

私
は
京
都
で
仏
教
文
化
会
議
を
司
会
し

た
録
か
ら
、
こ
の
様
な
意
義
深
い
催
し

を
永
続
的
な
も
の
に
し
た
い
と
兼
ね
が

ね
念
願
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
か
ら
も

今
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
が
創
立
さ
れ

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
老

令
に
む
ち
う
っ
て
大
い
に
精
進
し
た

い
。
　
と
挨
拶
さ
れ
、

　
宮
本
正
尊
副
議
長
か
ら
は
、

　
何
ご
と
も
先
づ
努
力
し
研
賛
し
な
く

て
は
進
歩
は
な
い
。
い
か
ん
乍
ら
世
界

の
日
進
月
歩
か
ら
、
仏
教
は
お
く
れ
が

ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
仏
教

の
卓
越
せ
る
思
想
と
は
無
関
係
で
あ
る

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
日
本
仏
教

徒
の
努
め
で
あ
り
、
若
し
日
本
仏
教
徒

が
や
ら
な
け
れ
ば
、
世
界
の
ど
こ
か
の

仏
教
徒
が
や
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
程
に
機

は
熟
し
て
居
る
。
黙
視
し
て
居
る
わ
け

に
は
い
か
ぬ
。

　
と
語
り
続
い
て
全
篇
会
長
高
階
竜
仙

老
師
よ
リ

　
現
代
の
仏
教
は
僧
俗
一
体
の
性
格
を

持
ち
、
宗
派
間
の
理
解
と
寛
容
に
立
脚

し
た
全
一
仏
教
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
亦
今
後
の
仏
教
は
、
科
学
哲

学
と
矛
盾
せ
ず
、
こ
れ
を
抱
擁
し
た
世

界
的
視
野
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
挨
拶
さ
れ
創
立
総
会
を
終
了
し
た
。

　
猶
本
日
迄
の
申
込
議
員
を
百
五
十
名

と
発
表
さ
れ
奮
っ
て
参
加
を
事
務
局
よ

り
要
請
さ
れ
た
。

　
続
い
て
第
三
回
仏
教
文
化
会
議
を
開

催
、
議
題
と
し
て
特
に
今
日
関
心
が
持

た
れ
て
い
る
道
徳
教
育
の
問
題
を
と
り

上
げ
、
去
る
三
月
末
文
部
省
が
言
草
、

中
学
校
道
徳
教
育
担
当
教
諭
に
配
布
し

た
「
道
徳
教
育
の
指
導
資
料
に
つ
い

て
」
東
京
教
育
大
学
教
授
文
学
博
士
、

唐
沢
富
太
郎
氏
、
品
川
区
立
旗
の
台
小

学
校
教
諭
、
佐
藤
暉
夫
．
氏
の
両
講
師
の

意
見
発
表
を
聞
き
参
会
者
有
志
に
よ
る

質
疑
応
答
式
の
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

　
唐
沢
教
授
の
話

　
私
は
世
界
四
十
数
ケ
国
の
教
科
書
を

集
め
て
、
そ
こ
に
ど
の
様
な
理
想
的
な

人
間
像
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
か
を
、
日

本
の
現
状
と
比
較
し
て
研
究
し
た
。

　
一
口
に
云
っ
て
欧
米
の
価
値
体
系
は

キ
リ
ス
ト
教
が
基
盤
と
し
て
確
立
し
て

お
り
、
こ
れ
に
反
し
て
日
本
で
は
、
宗

教
が
教
育
の
面
で
全
く
無
視
さ
れ
、
し

た
が
っ
て
価
値
体
系
が
全
然
出
来
上
っ

て
い
な
い
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
ル

ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
「
菊
と
刀
1
1

日
本
文
化
の
型
」
に
“
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
は
罪
の
文
化
、
日
本
の
文
化

は
恥
（
ハ
ジ
）
の
文
化
で
あ
る
”
と
指

摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
鋭
く
そ
の
特
質

を
つ
い
た
も
の
と
思
う
。
道
徳
教
育
は

宗
教
教
育
が
そ
の
根
本
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
現
在
一
番
問
題
に
な
っ
て

い
る
道
徳
教
育
の
内
面
化
は
、
単
に
教

育
基
本
法
に
う
た
っ
て
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
だ
け
で
は
実
現
出
来
な
い
、
相

対
世
界
の
道
徳
を
、
絶
体
世
界
の
宗
教

に
よ
っ
て
裏
づ
け
す
る
と
き
、
は
じ
め

て
価
値
の
体
系
化
が
可
能
と
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
相
対
の
世
界
に
絶
体
が
顕

現
す
る
「
証
上
の
修
」
　
「
修
上
の
証
」

を
説
く
仏
教
は
、
実
に
偉
大
な
哲
学
で

あ
る
。
こ
の
仏
教
に
裏
づ
け
ら
れ
た
東

洋
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
こ
そ
、
現
代
世

界
の
昏
迷
を
救
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
い
ま
“
道
徳
教
育
の
指
針
一
”

つ
を
見
て
も
、
宗
教
家
が
一
人
も
出
て

い
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
諸
外
国

を
廻
っ
て
見
て
も
、
無
宗
教
な
ど
と
言

う
人
間
は
、
人
間
扱
い
を
さ
れ
て
い
な

い
。
社
会
全
体
の
中
に
、
宗
教
は
着
実

に
生
き
て
い
る
。
日
本
に
も
、
こ
れ
を

推
進
し
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず
し

も
、
む
つ
か
し
い
こ
と
と
は
思
わ
な

い
。
そ
の
方
途
は
、
仏
教
徒
の
一
人
一

人
が
、
も
し
親
鷺
、
道
元
、
日
蓮
な
ど

の
宗
祖
が
現
代
に
生
き
て
い
た
ら
、
先

づ
何
を
す
る
だ
ろ
う
か
一
と
ふ
り
か

え
っ
て
見
る
と
き
、
お
の
ず
か
ら
明
ら

か
に
な
る
と
思
う
。

　
佐
藤
教
諭
の
話

　
現
在
週
一
時
間
、
年
間
四
十
一
時
間

の
道
徳
の
時
間
、
と
か
く
他
も
の
学
科

に
喰
わ
れ
て
キ
チ
ン
と
や
っ
て
い
る
学

校
は
少
な
い
。
射
れ
を
心
配
し
て
文
部

省
は
こ
の
“
道
徳
教
育
の
指
針
”
を
発

行
し
た
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
に
は
各
種

の
指
導
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
と

も
か
く
混
乱
し
た
教
育
の
現
場
に
、
一

つ
の
指
針
を
与
え
た
点
は
有
意
義
だ
と

云
え
よ
う
。
然
し
、
な
お
資
料
に
は
多

く
の
不
満
が
あ
る
。
私
も
又
現
場
の
教

師
と
し
て
、
さ
き
の
唐
沢
先
生
の
意
見

に
賛
成
だ
が
、
た
し
か
に
宗
教
心
に
対

す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は

事
実
だ
。
資
料
中
で
は
、
光
明
皇
后
と

津
田
梅
子
の
項
に
少
し
乍
ら
そ
の
面
が

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
は
全
く
見
ら
れ

な
い
。
せ
め
て
出
て
く
る
人
の
宗
教
的

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
だ
け
で
も
と
り
上
げ
て

欲
し
か
っ
た
、
と
思
う
。
私
は
あ
る
時

「
若
き
日
の
釈
迦
」
と
い
う
教
材
を
、

子
供
達
に
よ
ん
で
聞
か
せ
た
。
私
の
ク

ラ
ス
は
、
余
り
静
か
な
ク
ラ
ス
で
は
な

い
が
、
そ
の
と
き
子
供
達
は
シ
ン
と
し

て
い
た
。
若
き
日
の
釈
迦
が
命
が
け
で

法
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
、
諸
行
無
常

の
う
た
の
意
味
こ
そ
、
わ
か
り
に
く
か

っ
た
と
思
う
が
、
例
え
言
葉
や
文
学
の

上
で
、
わ
か
ら
ず
と
も
、
心
に
ジ
ン
と

く
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
子
供
達
の
眼
を
見
れ
ば
わ
か

る
。
こ
ん
な
立
派
な
資
料
は
、
こ
れ
迄

に
も
、
，
い
く
ら
も
あ
る
。
何
故
て
の
様

な
も
の
を
活
用
し
な
い
の
か
、
も
と
よ

り
教
師
に
も
責
任
が
あ
る
。
各
宗
派
の

開
祖
と
、
そ
の
宗
派
と
を
線
で
結
ぶ
と

い
う
簡
単
な
テ
ス
ト
で
も
、
二
十
、
三

十
代
の
先
生
で
完
全
に
で
き
る
人
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
し
て
、
そ
の
宗
派
の

説
明
な
ど
も
っ
て
の
外
だ
。
こ
れ
ら
※
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全
異
議
刈
の
対
策
協
議
会

　
　
礼
拝
寺
院
に
長
泉
寺
（
曹
洞
）
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
三
日
本
仏
教
紹
介
書
も
近
く
具
体
化

　
去
る
三
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
高

瀬
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
協
議
会
」
に

お
い
て
英
文
日
本
仏
教
紹
介
書
の
作

成
、
礼
拝
寺
院
の
指
定
な
ど
が
諮
問
さ

れ
、
全
章
で
は
国
際
局
が
中
心
と
な
っ

て
こ
れ
が
具
体
化
を
す
す
め
て
い
た

が
、
日
本
仏
教
紹
介
書
（
英
文
）
は
然

る
べ
き
仏
教
学
者
に
翻
訳
を
依
頼
し
、

九
月
ま
で
に
出
版
す
る
こ
と
に
決
定

し
、
目
下
着
々
と
事
務
を
す
す
め
て
い

る
。
　
な
お
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団
な
ど
を

対
象
と
す
る
、
日
本
仏
教
礼
拝
寺
院
は

選
手
村
に
最
も
至
近
距
離
に
あ
り
、
本

堂
、
庭
園
な
ど
完
備
し
た
、
曹
洞
宗
長

泉
寺
（
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
通
り
、
柴

田
秀
晃
住
職
）
に
依
頼
し
、
同
住
職
の

快
諾
も
あ
っ
て
正
式
に
礼
拝
寺
院
に
指

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
旨
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
へ
通
知
し
た
。

な
お
通
訳
の
同
寺
へ
の
配
置
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
こ
の
期
間
の
間
中
、
全
仏

か
ら
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
五
月
二
十
九
日
午
後
一
時
か

ら
、
東
京
築
地
本
願
寺
特
別
室
に
お
い

て
、
第
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
協
議

会
委
員
会
を
開
催
し
、
諮
問
事
項
の
具

体
化
に
つ
い
て
種
々
協
議
し
た
。

　
中
国
天
台
山
か
ら
比
叡
山
へ

　
　
　
　
法
華
経
お
く
ら
る

　
中
国
の
天
台
山
国
清
寺
か
ら
、
我
国

天
台
宗
総
本
山
延
暦
寺
へ
こ
の
ほ
ど
法

華
経
が
贈
ら
れ
、
た
ま
た
ま
中
国
仏
教

協
会
の
招
請
で
訪
中
し
た
、
西
川
景

文
、
大
河
内
隆
弘
師
ら
が
受
領
し
て
帰

国
し
、
五
月
七
日
午
後
四
時
よ
り
、
東

京
上
野
寛
永
寺
に
お
い
て
こ
れ
が
奉
賛

仮
法
要
が
、
大
照
一
道
一
口
門
跡
が
導

師
と
な
り
厳
か
に
開
か
れ
た
。

　
式
典
に
ひ
き
つ
づ
き
別
室
で
報
告
会

が
行
わ
れ
、
西
川
師
は
「
四
月
七
日
に

天
台
山
国
清
寺
へ
大
河
内
師
ら
と
一
緒

に
招
か
れ
ま
し
て
慈
覚
大
師
逝
世
一
千

百
年
記
念
大
法
要
に
出
席
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
が
、
国
清
寺
の
澹
雲
法
師
が

導
師
で
、
約
四
十
名
の
僧
侶
に
よ
る
厳

粛
な
雰
囲
気
に
は
、
場
な
れ
し
て
い
る

私
達
も
思
わ
ず
随
喜
の
涙
を
流
し
た
程

で
し
た
。
」
と
語
り
、
終
っ
て
大
河
内

師
か
ら
も
詳
細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

　
当
日
は
大
照
晃
道
、
西
川
景
文
、
大

河
内
隆
弘
、
桜
井
栄
栄
、
中
濃
馬
齢
、

壬
生
照
順
、
落
合
寛
茂
、
羽
場
慈
温
、

阿
純
雄
、
塩
入
亮
達
、
の
各
師
が
出
席

し
た
が
全
仏
か
ら
も
柳
部
長
、
鎌
田
、

古
宇
田
主
事
が
夫
々
出
席
し
た
。

　
な
お
五
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
、

比
叡
山
大
講
堂
に
お
い
て
、
即
真
天
台

座
主
白
下
導
師
に
よ
り
、
一
山
僧
侶
出

仕
で
盛
大
な
る
奉
賛
法
要
が
行
わ
れ
、

中
国
か
ら
奉
持
し
た
法
華
経
は
西
川
師

か
ら
即
真
座
主
貌
下
に
正
式
に
手
渡
さ

れ
た
。

　
中
華
民
国
か
ら

　
　
　
尼
僧
二
人
来
日
予
定

　
日
本
仏
教
尼
僧
、
婦
人
ら
と
交
歓
す

る
た
め
、
全
仏
の
招
請
に
よ
り
来
る
七

月
中
旬
に
中
華
民
国
か
ら
二
名
の
尼
僧

が
来
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
人
達
は
基
隆
黒
海
会
寺
監
院
の

釈
仁
瓦
師
と
同
着
住
職
釈
修
果
師
の
二

人
で
、
約
一
ケ
月
に
亘
り
滞
在
し
、
そ

の
間
日
本
仏
教
各
宗
本
山
も
訪
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
日
韓
仏
教
徒
の
交
流

　
　
　
　
　
今
秋
実
現
の
は
こ
び

　
韓
日
両
国
の
仏
教
に
よ
る
親
善
は
以

前
か
ら
盛
ん
に
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
こ

の
ほ
ど
韓
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
の
建
国
大

学
教
授
朴
延
三
氏
が
全
仏
国
際
局
を
お

と
つ
れ
、
種
々
柳
部
長
ら
と
懇
談
し
高

議
を
経
た
結
果
、
近
々
両
国
仏
教
徒

（
主
と
し
て
婦
人
）
の
交
歓
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
韓
国
の
弘
益
仏
教
婦

人
会
幹
部
里
並
が
先
づ
訪
日
し
、
二
週

間
滞
在
し
、
全
仏
、
全
日
仏
婦
、
仏
青
ら

と
懇
談
し
或
は
各
宗
大
本
山
を
訪
れ
親

善
増
進
に
っ
と
め
、
同
代
表
団
が
帰
国

の
上
は
あ
ら
た
め
て
全
仏
派
遣
で
日
本

仏
教
婦
人
を
主
と
す
る
代
表
が
訪
韓
し

親
善
を
深
め
る
と
云
う
も
の
で
、
戦
後

初
の
ケ
ー
ス
と
し
て
今
か
ら
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
辻
本
昇
氏
に
き
く

　
　
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
の
前
途

　
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
徒
協
議
会
代
表
の
辻

本
昇
官
は
去
る
四
月
二
十
八
日
室
路
帰

国
し
た
が
、
四
月
三
十
日
全
霊
事
務
局

を
訪
れ
、
　
「
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
の
現
在
と

将
来
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ

た
。　
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
現
在
、
東
西
両
本
願

寺
、
曹
洞
宗
、
高
野
山
真
言
宗
、
浄
土

宗
、
日
蓮
宗
、
仏
立
宗
な
ど
が
、
米
国

開
教
に
遅
れ
る
こ
と
三
十
年
で
は
あ
る

が
、
熱
心
に
布
教
に
従
事
し
て
い
る
。

約
五
十
万
の
日
系
人
の
中
で
十
七
万
八

千
人
が
仏
教
信
徒
と
云
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
近
年
は
P
L
教
団
、
生
長
の
家
、

創
価
学
会
、
大
本
教
、
天
理
教
な
ど
が

続
々
と
開
教
に
や
っ
て
来
て
開
教
に
力

を
注
い
で
い
る
が
、
仏
教
々
団
と
比
較

す
れ
ば
、
そ
の
数
も
微
々
た
る
も
の
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
入
信
へ
導
い

て
い
る
初
歩
二
段
階
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
準
国
教
と
し
て

い
る
国
柄
で
あ
り
、
こ
の
国
で
仏
教
を

宣
布
す
る
に
は
、
国
家
の
成
り
立
ち
か

ら
国
民
感
情
を
よ
く
理
解
し
て
か
か
ら

ね
ば
失
敗
す
る
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
仏
教
の
発
展
す
る

道
は
、
従
来
日
系
人
一
世
だ
け
に
し
て

い
た
布
教
を
、
深
く
二
世
、
三
世
に
浸

透
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
良
策
と
し
て
は
、
開
口
使
は
積
極

的
に
二
世
三
世
の
家
庭
に
入
り
、
家
庭

に
お
け
る
仏
教
教
育
育
成
に
努
め
る
こ

と
が
肝
心
で
あ
る
。
こ
の
活
動
が
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
チ

ャ
ー
チ
に
向
け
る
、
若
い
人
々
の
足

を
、
寺
へ
向
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
信

じ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教
寺
院
は
一
般
社
会
と

照
し
て
み
て
も
、
か
な
り
安
定
し
た
経

済
状
態
に
お
か
れ
て
お
り
、
日
本
の
よ

う
に
墓
地
が
寺
有
に
な
っ
て
は
お
ら
ず

全
部
市
の
経
営
に
な
っ
て
い
る
。
寺
の

収
入
は
法
要
、
布
教
の
布
施
な
ど
で
充

分
や
っ
て
行
け
る
現
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
彼
等
は
夫
々
日
本
の
本
山
に
少
な

か
ら
ず
依
頼
し
て
お
り
、
彼
等
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
て
、
教
材
な
ど
の
援

助
と
緊
密
な
連
携
を
つ
よ
く
望
ん
で
お

る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
あ
る
程
度
、
開

教
使
の
入
れ
替
え
、
輪
番
制
も
各
宗
発

展
の
上
で
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
は
仏
教
と
同
時
に
儀
式

を
重
ん
じ
る
宗
教
で
あ
り
、
こ
う
し
た

共
通
点
は
仏
教
の
将
来
に
輝
や
か
し
い

光
明
を
与
え
る
と
思
う
。
あ
と
は
開
教

使
諸
兄
の
努
力
い
か
ん
が
、
そ
の
前
途

を
決
定
づ
け
る
と
信
じ
て
い
る
と
。

※
は
宗
教
に
対
す
る
教
師
の
無
関
心
を

示
す
も
の
だ
が
、
一
つ
宗
教
家
も
、
教
師

養
成
機
関
の
場
そ
の
他
で
、
一
層
の
努

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
日

本
仏
教
文
化
会
議
が
、
こ
れ
ら
の
各
方

面
で
裂
果
を
積
み
、
文
部
省
に
よ
い
意

味
で
の
圧
力
を
加
え
る
ぐ
ら
い
迄
発
展

す
る
こ
と
を
心
か
ら
白
ん
で
止
ま
な
い

　
と
結
ば
れ
た
。

　
猶
最
後
に
仏
教
文
化
東
京
会
議
参
加

者
一
同
の
申
合
せ
と
し
て
、

　
イ
ン
ド
で
生
れ
た
仏
教
は
、
東
洋
文

化
引
い
て
は
世
界
人
類
の
上
に
大
い
な

る
華
を
咲
か
せ
て
来
た
。
一
方
科
学
文

明
の
進
歩
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
一
面
人
間
性
放
棄
の
危
機
的
様

相
を
示
し
て
い
る
。
人
類
普
遍
の
道
徳

を
真
に
道
徳
た
ら
し
め
る
も
の
は
仏
教

の
す
ぐ
れ
た
思
想
と
実
践
に
あ
る
こ
と

を
信
ず
る
我
々
は
、
こ
ぞ
っ
て
こ
の
時

代
的
要
請
に
マ
ッ
チ
し
た
活
動
を
続
け

よ
う
層

　
と
云
う
趣
旨
の
決
議
文
を
採
択
し
て

午
後
五
時
盛
会
裡
に
会
を
閉
じ
た
。

　
日
本
仏
教
文
化
会
議

　
去
る
五
月
一
日
発
会
し
た
日
本
仏

教
文
化
会
議
は
左
記
に
依
り
実
施
す

る
。　
　
　
　
記

一、

厲
栫
@
六
月
二
十
日
後
一
時
よ

　
　
　
　
　
り

一、

齒
梶
@
京
都
大
学
、
楽
友
会
館

一
、
議
題
　
道
徳
と
宗
教

一
、
講
師
　
交
渉
中
に
つ
き
決
定
次

　
　
　
　
　
第
発
表

　
　
　
　
記

一、

厲
椈
Z
月
二
十
一
日
後
一
時

　
　
　
　
　
よ
り

一
、て

一、

協講議場
賛師題所

金
沢
市
（
未
定
）

道
徳
と
宗
教

交
渉
中

石
川
県
仏
教
庭

藤
　
人
　
会



胃
　
　
’
　
「

（6）昭和39年5月25日半通仏全第三種郵便物認可

　
埼
玉
県
仏
教
会
は
、
二
千
力
寺
（
正

住
寺
院
は
千
五
百
）
の
会
員
を
よ
う
し

て
、
市
町
村
仏
教
会
の
数
は
六
十
支
部

「
埼
玉
仏
教
」
の
機
関
紙
（
季
刊
）
を

も
ち
、
教
化
委
員
会
、
教
講
師
会
、
仏

教
保
育
協
会
、
青
少
年
教
化
協
議
会
な

ど
、
多
角
的
な
活
動
を
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
市
町
村
仏
教
会
に
檀
信
徒

総
代
会
（
仏
教
徒
連
盟
）
を
、
い
か
に

し
て
作
る
か
が
宿
題
の
よ
う
で
あ
る
。

　
二
、
三
の
支
部
で
は
、
先
駆
的
に
、

す
で
に
総
代
会
を
こ
し
ら
え
て
、
講
習

会
や
寺
め
ぐ
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
三

族
研
修
会
を
毎
年
開
い
て
い
る
支
部
も

あ
る
。
仏
青
、
仏
婦
の
県
単
位
の
も
の

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
。

　
埼
仏
の
沿
革

　
埼
玉
県
仏
教
会
が
、
生
ま
れ
た
の
は

た
し
か
、
大
正
五
年
ご
ろ
で
、
浦
和
市

の
玉
蔵
院
住
職
木
村
秀
雄
氏
（
副
会
長
）

の
懐
旧
談
に
よ
る
と

　
「
県
庁
う
ら
の
日
赤
の
会
議
室
で
、

埼
玉
自
強
会
の
総
会
が
あ
っ
た
と
き
に

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
岡
田
知
事
が
、

”
坊
さ
ん
は
、
法
弟
の
後
で
、
さ
て
と

い
い
”
と
い
う
川
柳
を
ひ
い
て
、
何
か

と
い
え
ば
、
す
ぐ
寄
付
金
を
せ
び
る
僧

侶
の
無
為
無
能
を
皮
肉
っ
た
言
葉
に
、

憤
慨
し
た
寺
院
の
有
志
が
、
玉
蔵
院
へ

集
ま
っ
て
、
県
仏
を
作
っ
た
」

と
、
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
話
の
中
に
、
で
て
く
る
自
強
土

で
あ
る
が
、
埼
玉
自
強
会
と
い
う
の
は

「
更
生
保
護
事
業
を
い
と
な
む
収
容
施

設
」
で
、
歴
史
も
古
く
、
明
治
二
十
三

年
の
創
立
と
い
わ
れ
る
。
昔
の
免
囚
保

護
事
業
で
、
県
内
の
教
講
師
・
住
職
有

志
が
相
計
っ
て
設
立
し
、
会
員
網
を
全

県
下
寺
院
に
ひ
ろ
げ
て
、
社
団
法
人
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
寺
院
組
織
が
、
す
で
に
で

き
て
い
た
の
で
、
県
仏
の
組
織
も
、
割

合
い
た
や
す
く
、
で
き
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
爾
来
、
年
額
一
円
の
会
費
が
、
な

か
な
か
集
ま
ら
な
い
歳
も
あ
っ
て
、
役

員
は
苦
労
の
し
つ
づ
け
「
県
仏
解
散
」

の
声
も
、
で
た
こ
と
が
あ
る
さ
う
な
。

　
し
か
し
、
自
二
会
の
つ
っ
か
い
棒
に

さ
さ
え
ら
れ
て
、
と
に
か
く
迂
余
曲
折

は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
自
強
会
・
仏
教

会
の
二
枚
看
板
が
、
も
ち
つ
も
た
れ
つ

で
、
今
日
ま
で
、
や
っ
て
こ
ら
れ
た
訳

で
あ
る
。

　
戦
前
は
、
仏
教
会
長
（
御
嶽
隆
道
氏
）

と
豊
強
会
長
（
須
田
量
子
氏
）
が
別
置

さ
れ
て
、
会
費
も
宗
派
別
に
徴
収
さ
れ

て
い
た
が
、
戦
後
は
会
長
（
倉
持
秀
峰

氏
）
が
一
本
化
さ
れ
た
。
事
務
所
も
自

強
会
の
事
務
所
に
同
居
、
職
員
も
兼
任

物
資
が
で
ま
わ
る
よ
う
に
な
る
と
共
に

昭
和
三
十
年
に
解
散
し
た
が
、
出
資
金

に
は
、
ち
ゃ
ん
と
利
息
を
つ
け
て
全
部

返
済
さ
れ
た
。

　
第
三
は
、
国
有
地
境
内
地
の
無
償
譲

与
に
際
し
て
、
古
文
書
に
よ
る
証
明
書

を
、
仏
教
会
が
有
効
に
発
行
し
て
、
寺

院
の
便
宜
を
計
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
境
内
地
譲
与
に
大
変
な
役
立
ち
を

し
て
、
喜
ば
れ
も
し
た
し
、
密
宗
の
組

織
づ
く
り
に
も
好
影
響
を
与
え
た
。

　
第
四
は
、
善
男
善
女
に
よ
る
各
流
ご

詠
歌
の
奉
詠
大
会
の
開
催
で
あ
る
。
昭

和
二
十
四
年
に
第
一
回
を
開
き
、
年
中

行
事
と
し
て
続
け
、
今
年
は
第
十
六
回

目
の
奉
詠
大
会
を
迎
え
て
い
る
。
毎
年

一
千
人
の
参
加
者
で
、
に
ぎ
わ
っ
て
お

り
、
仏
教
関
係
で
信
者
を
動
員
で
き
る

渡
仏
の
素
描
（上）

（
埼
玉
県
仏
教
会
の
場
合
）

と
な
り
、
一
味
乳
水
の
う
ま
さ
を
、
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
会
費
年
額
三
百
円
は
、
地

域
支
部
の
組
織
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

　
県
仏
の
必
要
性

　
戦
後
、
四
仏
教
会
の
必
要
性
を
寺
院

に
感
じ
さ
せ
、
地
域
仏
教
会
の
有
難
味

を
感
じ
さ
せ
た
第
一
は
、
昭
和
二
十
一

年
の
荒
川
大
水
害
に
対
す
る
救
援
募
金

で
あ
る
。
約
三
百
力
寺
の
水
災
を
う
け

た
と
こ
ろ
へ
、
県
仏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

み
ま
い
金
が
お
く
ら
れ
た
。

　
第
二
は
、
配
給
物
質
の
受
入
れ
体
制

で
あ
る
。
一
口
百
円
の
仏
教
協
同
組
合

が
結
成
さ
れ
た
。
埼
玉
県
下
二
千
力
士

の
内
、
半
数
の
約
千
力
寺
が
加
入
し
て

紙
や
ロ
ウ
ソ
ク
の
配
給
が
行
わ
れ
た
。

唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

　
第
五
は
、
宗
教
法
人
法
の
施
行
に
と

も
な
う
ド
サ
ク
サ
の
際
、
説
明
会
の
開

催
、
申
請
書
の
印
刷
配
布
、
登
記
関
係

な
ど
、
一
切
に
つ
い
て
十
分
、
懇
切
に

指
導
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
六
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
「
関
西

各
宗
本
山
め
ぐ
り
」
の
団
体
旅
行
で
あ

る
。
こ
れ
は
成
功
裡
に
、
一
年
き
り
で

終
っ
た
が
、
信
心
倍
増
・
寺
檀
密
接
に

役
立
ち
、
仏
教
会
と
し
て
も
世
話
の
や

き
が
い
の
あ
る
良
い
仕
事
で
あ
る
。

　
塔
婆
の
製
作

　
第
七
は
、
お
盆
用
の
比
量
の
発
行
で

あ
る
。
こ
れ
は
県
仏
機
関
紙
の
「
埼
玉

仏
教
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、
筆
者
は

二
十
八
年
別
所
弘
因
、
二
十
九
年
浅
井

ゆ
●

堅
教
、
三
十
年
大
久
保
堅
瑞
、
三
十
一

年
は
小
笠
原
義
雄
の
諸
氏
で
あ
っ
た
。

発
行
部
数
一
万
部
。
そ
の
後
は
中
断
さ

れ
て
い
る
。

　
第
八
は
、
お
ぼ
ん
・
せ
が
き
用
の
ト

ウ
バ
板
、
ゴ
マ
札
を
製
作
頒
布
す
る
木

工
部
（
自
応
長
）
の
設
置
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
配
給
物
資
の
協
同
組
合
の
仕
事

が
発
展
し
た
も
の
で
、
自
二
会
に
木
工

場
を
建
設
し
て
、
前
歴
者
の
職
業
補
導

の
一
端
と
す
る
と
共
に
、
寺
院
の
便
宜

を
計
る
事
業
で
あ
る
。

　
仏
教
精
神
に
よ
る
良
心
的
な
製
作
指

導
か
ら
、
良
品
が
格
安
に
販
売
さ
れ
る

の
で
好
評
を
よ
ん
で
い
る
。
製
作
本
数

に
限
界
が
あ
る
の
で
、
毎
年
、
注
文
を

若
干
は
断
っ
て
い
る
も
よ
う
。
県
外
は

も
ち
ろ
ん
発
送
し
な
い
。
仏
教
会
の
事

務
所
に
出
入
り
す
る
住
職
の
大
部
分
の

用
件
は
、
ト
ウ
バ
板
・
ゴ
マ
札
の
こ
と

で
あ
る
が
、
つ
い
で
に
相
互
連
絡
に
も

便
利
だ
し
、
相
互
理
解
に
も
役
立
っ
て

い
る
。
仏
教
会
費
の
滞
納
者
に
は
、
発

送
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

会
費
徴
．
収
の
一
助
に
も
、
な
っ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

　
木
工
部
の
運
転
資
金
は
、
有
力
寺
院

の
出
資
に
よ
り
、
出
資
金
に
対
し
て
は

毎
年
六
分
の
配
当
金
が
、
交
付
さ
れ
て

い
る
。
　
寺
院
共
済
組
合

　
第
九
は
、
昭
和
三
十
年
に
創
立
さ
れ

た
寺
院
共
済
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

東
京
都
仏
教
団
の
共
済
会
を
、
ま
ね
て

そ
の
と
お
り
の
規
約
で
、
結
成
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
東
京
同
様
、
順
調
に
の

び
て
、
組
合
寺
院
の
罹
災
に
対
す
る
見

舞
金
も
、
七
関
寺
へ
、
一
六
二
万
円
を

支
払
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

　
高
階
会
長

　
　
六
月
＋
日
中
国
へ
出
発

　
全
日
本
仏
教
会
下
長
高
階
瑠
仙
禅
師

は
中
国
仏
教
協
会
の
招
き
で
、
個
人
の

資
格
を
も
っ
て
六
月
十
日
午
前
十
一
時

羽
田
室
港
発
の
B
O
A
C
機
で
出
発
さ

れ
る
。

　
な
お
真
宗
大
谷
派
連
行
寺
住
職
で
、

国
際
委
員
で
あ
る
菅
原
恵
慶
師
夫
妻
な

ら
び
に
会
長
の
随
行
と
し
て
待
局
か
ら

可
睡
斉
の
松
井
憲
考
師
、
中
村
定
典
尼

が
訪
中
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
き
に
大
河
内
隆
弘
、
西
川
景
文
両

師
夫
妻
お
よ
び
中
濃
教
業
師
の
仏
教
使

節
が
訪
中
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
こ

ろ
仏
教
を
通
じ
て
の
彼
我
の
交
流
が
ま

す
ま
す
さ
か
ん
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

　
な
お
会
長
は
約
二
週
間
中
国
に
滞
在

し
、
日
中
両
国
の
仏
教
に
よ
る
親
善
を

ふ
か
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
田
宮
師
八
月
下
旬

　
ビ
ル
マ
仏
教
研
究
に
出
発

　
既
報
の
と
お
り
、
田
宮
鵜
友
師
（
新

潟
市
附
舟
町
浮
洲
山
興
禅
寺
住
職
）
は

南
方
仏
教
、
特
に
ビ
ル
マ
仏
教
研
究
の

目
的
で
渡
航
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
過
日
全
脳
国
際
局
を
訪
れ
、
来
る

八
月
二
十
三
、
四
日
頃
、
横
浜
港
発
の

英
国
船
P
＆
0
ラ
イ
ン
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
・
キ
ャ
セ
ー
号
」
で
出
発
す
る
こ
と

に
内
定
し
た
。
田
宮
師
は
約
半
年
ビ
ル

マ
に
滞
在
し
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
僧
院
で

修
行
す
る
が
、
出
来
れ
ば
こ
の
短
期
間

の
中
に
沙
弥
式
か
ら
比
丘
式
ま
で
終
ら

せ
た
い
と
云
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
僧
院
で
修
行
の
の
ち
は
、
ビ

ル
マ
各
地
の
戦
跡
行
脚
に
出
か
け
、
多

数
の
彼
我
の
霊
を
弔
っ
て
来
る
と
云
う

　
全
段
国
際
局
で
は
、
現
在
ビ
ル
マ
入

国
は
か
な
り
難
か
し
い
の
で
、
在
日
ビ

ル
マ
大
使
と
会
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
入
国

出
来
る
よ
う
に
取
計
ら
う
よ
う
に
し
た

い
と
云
っ
て
い
る
。

　一　　一，ヤ戸r　』艦　　　層「
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イ
ン
ド
ネ
ー
ル
首
相
の
急
逝

”
平
和
の
巨
星
建
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
仏
な
ど
が
追
悼
会
を
開
催
す

　
ア
ジ
ア
最
大
の
政
治
家
と
し
て
で
な

く
、
ひ
ろ
く
仏
教
に
対
し
非
常
に
理
解

が
深
い
印
度
首
相
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
．

ネ
ー
ル
氏
が
急
逝
さ
れ
た
。
正
に
巨
星

墜
つ
の
感
が
深
い
。
故
ネ
ー
ル
首
相

は
、
印
度
大
菩
提
会
の
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
同
会
を
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
、

特
に
仏
跡
の
復
興
再
現
に
は
異
常
な
熱

意
を
示
さ
れ
、
巨
額
の
予
算
を
計
上
し

て
四
大
仏
跡
を
は
じ
め
と
し
て
各
村
の

聖
跡
の
修
築
復
興
に
つ
と
め
ら
れ
た
。

ま
た
政
務
の
か
た
わ
ら
ヒ
ン
ズ
教
、
マ

ホ
メ
ッ
ト
教
と
仏
教
の
相
互
理
解
の
た

め
の
か
け
橋
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
、
遺

跡
の
仏
教
徒
側
へ
の
返
還
等
に
も
尽
力

さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
仏
教
徒
に
と
っ

て
感
激
に
耐
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
又
、
一
九
五
八
年
秋
に
は
令
嬢
イ
ン

デ
ィ
ラ
尤
ン
ジ
ー
女
史
を
伴
っ
て
来
日

さ
れ
、
政
治
情
勢
を
視
察
の
の
ち
、
特

に
東
、
品
書
本
願
寺
を
は
じ
め
各
宗
本

山
を
訪
れ
日
本
仏
教
界
の
各
リ
ー
ダ
ー

と
懇
談
し
っ
っ
日
印
両
国
の
親
善
に
尽

力
さ
れ
、
ま
た
日
本
か
ら
仏
跡
巡
拝
の

た
あ
訪
印
し
た
際
は
、
よ
ろ
こ
ん
で
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
首
相
官
邸
等
で
面
会
さ

れ
、
親
し
く
宗
教
に
よ
る
平
和
問
題
を

そ
の
都
度
力
説
さ
れ
て
い
た
。
ネ
ー
ル

首
相
は
生
前
平
和
は
宗
教
の
力
で
と
云

う
点
を
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
ア
ピ

ー
ル
さ
れ
て
い
た
、
全
た
く
の
平
和
の

使
徒
で
あ
っ
た
。
貧
困
と
文
盲
の
印
度

の
復
興
に
そ
の
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た

氏
、
世
界
の
平
和
指
導
者
と
し
て
「
平

和
五
原
則
」
を
提
唱
さ
れ
た
氏
、
巨
星

の
の
こ
し
た
足
跡
は
あ
ま
り
に
も
大
き

い
。
正
に
ア
ジ
ア
で
は
な
い
、
世
界
的

も
損
失
で
あ
る
。
享
年
七
十
四
歳
で
あ
っ

た
。　
全
仏
で
は
直
ち
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
市

の
首
相
官
邸
あ
て
に
次
の
よ
う
な
弔
電

を
お
く
り
、
五
月
廿
八
日
午
後
三
時
に

は
、
会
長
高
階
瑠
仙
禅
師
、
中
山
国
際

局
長
ら
数
名
が
、
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ

る
東
京
の
印
度
大
使
館
を
訪
れ
、
お
く

や
み
の
辞
を
の
べ
た
。

　
「
ネ
ー
ル
首
相
の
急
逝
さ
れ
た
と
の

悲
報
に
接
し
、
全
日
本
仏
教
徒
を
代
表

し
て
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
全

日
本
仏
教
会
長
高
階
瑠
仙
」

　
な
お
全
量
、
日
印
協
会
、
日
印
文
化

協
会
で
は
、
六
月
八
日
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
、
東
京
有
楽
町
読
売
ホ
ー
ル
で

「
ネ
ー
ル
首
相
追
悼
会
」
を
開
催
し
、

追
悼
の
辞
が
池
田
首
相
、
一
万
田
日
印

協
会
長
、
高
階
全
面
会
長
、
中
村
日
印

文
化
協
会
長
の
順
で
述
べ
ら
れ
、
ラ
ル

ヂ
メ
ロ
ト
ラ
駐
日
印
度
大
使
の
閉
会
の

辞
で
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ
た
追
悼
会
を

閉
じ
た
。ヴ

ァ
リ
シ
ン
ハ
氏
帰
国
の
途
に

　
来
日
中
の
印
度
大
菩
提
会
事
務
総
長

D
・
ヴ
ァ
リ
シ
ン
ハ
氏
は
五
月
廿
一
日

午
後
五
時
三
十
分
羽
田
発
の
印
度
航
断

機
に
て
帰
国
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
日
全

仏
主
催
の
歓
送
会
が
東
京
音
羽
の
護
国

寺
で
開
か
れ
、
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
記
念
事

業
に
強
く
協
力
方
を
懇
請
し
た
。

　
ダ
ル
マ
パ
⊥
7
記
念
事
業

　
献
金
者
感
謝
録
（
第
一
回
分
）

　
現
在
ま
で
に
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
百

年
記
念
事
業
に
左
記
の
各
位
か
ら
献
金

が
お
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
　
（
順
不
同

敬
称
略
）

123456789101112131415161718

金
七
十
六
万
円
也

　
孝
道
教
団
岡
野
正
道
夫
妻
殿

金
四
十
万
円
也

　
孝
道
教
団
中
沢
登
米
三
夫
妻
殿

金
十
一
万
五
千
円
也

　
岡
野
正
道
師
の
募
金
分

金
壱
万
円
也

　
東
京
　
今
枝
善
海
師

金
二
千
円
也

　
東
京
　
高
橋
師

金
五
万
円

　
東
京
　
田
中
車
一
郎
手

金
壱
万
円
也

　
京
都
　
牧
野
ま
す
氏

金
五
万
円
也

　
京
都
　
山
田
無
文
師

金
参
万
円
也

　
寝
屋
川
市
　
川
嶋
貞
子
氏

金
二
千
円
也

　
金
沢
市
安
井
帯

金
二
千
円
也

　
東
京
　
三
田
三
郎
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
岩
島
氏

金
二
千
円
也

　
仙
台
市
　
佐
藤
た
っ
氏

金
二
千
円
也

　
仙
台
市
　
渡
辺
し
ょ
う
じ
氏

金
二
万
円
也

　
大
津
市
　
清
田
寂
轡
師

金
二
千
円
也

　
福
岡
市
原
話

金
二
千
円
也

　
大
阪
市
　
滝
野
三
郎
氏

金
十
万
円
也

192021222324252627282930313233343536373839

　
東
京
藤
井
日
達
師

金
三
千
円
也

　
大
阪
市
　
佐
藤
ゆ
き
子
鼠

金
五
万
円
也

　
浜
松
市
　
建
部
快
運
師

金
壱
万
円
也

　
東
京
　
増
永
霊
鳳
師

金
二
千
円
也

　
中
川
着

金
二
千
円
也

　
日
立
市
　
か
う
ら
い
氏

金
七
千
五
百
円
也

　
京
都
市
木
村
氏

金
五
万
円
也

　
東
京
サ
ン
ヨ
ー
電
機
K
・
K
殿

金
二
千
円
也

　
原
黒

金
二
千
円
也

　
市
川
市
　
か
の
氏
　
　
　
’

金
二
千
円
也

　
日
本
・
ガ
ー
ナ
協
会

金
壱
万
円
也

　
東
京
中
田
和
子
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
え
び
さ
わ
即

金
二
千
円
也

　
東
京
山
本
杉
課

金
二
千
円
也

　
東
京
　
赤
松
常
子
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
小
島
賢
道
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
平
沼
と
み
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
山
口
貴
美
子
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
中
田
和
子
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
石
上
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
名
古
屋
氏

金
二
千
円
葉

404142434445464748495051525354・5556575859

　
福
井
白
木
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
野
村
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
上
田
花
子
氏

金
二
千
円
也

　
東
京
　
海
渡
ふ
み
子
氏

金
二
千
円
也

　
熱
海
市
米
山
久
氏

金
壱
万
円
也

　
東
京
　
船
留
暉
子
氏

金
五
千
円
也

　
浜
松
市
平
松
氏

金
六
千
円
也

　
セ
イ
ロ
ン
　
ワ
ニ
が
寝
憤
ラ
判

金
九
千
百
五
十
円
也

　
国
柱
会
に
お
け
る
ダ
ル
マ
パ
ー

　
ラ
記
念
祭
の
際
に
寄
附
さ
る

金
壱
万
円
也

　
東
京
し
ま
氏

金
壱
万
円
也

　
愛
媛
沢
井
信
道
薄

金
壱
万
円
也

　
神
奈
川
柿
沼
信
道
師

金
壱
万
九
百
円
也

　
長
野
松
本
弘
雄
氏

金
参
千
円
也

　
千
葉
角
田
虎
吉
桂

艮
千
万
円
也

　
京
都
市
　
村
上
慈
海
出

金
五
万
円
也

　
東
京
野
生
司
氏

金
壱
万
円
也

　
川
越
市
　
塩
入
亮
忠
師

金
五
千
円
也

　
東
京
　
塩
入
亮
達
師

金
五
万
円
也

　
東
京
　
日
本
山
妙
法
寺
殿

金
壱
万
円
也

　
東
京
　
平
沼
と
み
子
断

金
壱
万
円
也

　
東
京
　
麻
布
山
仏
教
婦
人
会
殿

　
　
　
　
（
3
8
・
5
・
2
0
現
在
）
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デ
ン
マ
ー
ク
へ
親
善
の
仏
教
徒

仏
書
贈
呈
日
本
仏
教
親
善
使
節
団
出
発

　
　
　
　
　
　
仏
基
両
三
の
相
互
理
解
の
確
立
へ

　
宗
教
史
上
、
画
期
的
な
壮
挙
と
評
価

さ
れ
て
実
現
さ
れ
た
、
全
仏
と
デ
ン
マ

ー
ク
国
の
間
に
と
り
交
さ
れ
た
仏
典
、

聖
書
の
相
互
贈
呈
は
、
単
な
る
東
西
文

化
の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
人
類

の
悲
願
で
あ
る
「
世
界
恒
久
平
和
」
実

現
の
た
め
の
仏
基
両
為
協
同
に
よ
る
基

盤
を
き
つ
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る

も
の
で
、
正
に
世
界
歴
史
上
に
お
け
る

壮
挙
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
今
回
全
仏

で
は
聖
書
受
領
の
答
礼
を
か
ね
て
、
仏

書
贈
呈
日
本
仏
教
親
善
使
節
団
を
デ
ン

マ
ー
ク
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
行
は
保
坂
玉
泉
師
（
駒
沢
大
学
脚

長
）
を
団
長
と
す
る
総
勢
三
十
名
で
、

六
月
十
日
午
後
十
時
羽
田
発
の
ス
カ
ン

ヂ
ナ
ビ
ア
讐
敵
機
で
北
極
廻
り
で
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
向
う
。
同
地
に
は
同
月

十
五
日
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
間
基
督
教

大
学
、
聖
書
協
会
、
福
祉
施
設
を
廻
り

講
演
、
懇
談
、
視
察
を
な
し
後
は
オ
ス

ロ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
経
て
モ
ス
ク

ワ
に
向
い
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
寺
院
を
訪

問
す
る
。
次
い
で
ウ
ィ
ー
ン
、
　
ロ
ー

マ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ベ
ル
リ
ン
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
を
経
て
ロ

ン
ド
ン
に
到
着
し
、
同
地
で
カ
ン
タ
ペ

リ
大
僧
正
、
聖
書
協
会
、
仏
教
会
等
を

訪
れ
、
つ
い
で
七
月
十
四
日
に
は
パ
リ

に
到
着
し
、
仏
教
友
の
会
を
訪
問
、
終

っ
て
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
入
り
仏
教
学
会
を
訪
問
、
つ
い
で
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
メ
キ
シ

コ
を
経
て
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
へ
到
着
し
、
各
地
仏
教
会

要
人
と
懇
談
し
、
七
月
三
十
一
日
に
ホ

ノ
ル
ル
へ
到
着
し
、
ハ
ワ
イ
仏
教
徒
連

盟
及
び
同
仏
青
と
懇
談
を
重
ね
、
八
月

三
日
午
後
三
時
二
十
五
分
パ
ン
ア
メ
リ

カ
ン
機
で
羽
田
に
帰
着
す
る
。

　
以
上
は
ご
く
簡
単
な
一
行
の
日
程
で

あ
る
が
、
全
仏
で
は
今
回
の
壮
挙
が
文

字
通
り
仏
基
線
教
の
相
互
理
解
と
、
共

同
提
携
し
て
世
界
平
和
実
現
の
た
め
の

一
石
と
な
ら
ん
こ
と
を
念
願
し
て
い

る
。　
な
お
全
戸
事
務
総
局
か
ら
次
の
四
師

が
代
表
団
と
し
て
一
行
に
加
わ
る
。

麻
布
照
海
師

阿
部
竜
伝
師

岩
本
昭
典
師

別
所
弘
研
師

事
務
総
長

総
務
局
長

組
織
部
長

文
化
部
長

　
な
お
各
宗
派
か
ら
各
種
の
仏
書
が
代

表
団
に
托
さ
れ
船
便
で
送
付
さ
れ
た
が

全
仏
か
ら
も
大
蔵
経
が
贈
ら
れ
た
。

　
宗
教
法
人

　
　
審
議
会
委
員
発
令
さ
る

　
文
部
省
宗
教
法
人
審
議
会
委
員
は
、

去
る
五
月
十
一
日
発
令
さ
れ
た
が
仏
教

関
係
で
は
次
の
通
り
任
命
さ
れ
た
。

　
太
　
田
　
淳
　
昭

　
金
　
子
　
弁
　
浄

　
金
　
剛
　
秀
　
一

　
阿
部
竜
伝
の
各
師

　
全
青
協
事
務
局
次
長
に

　
　
白
川
良
純
師
新
任
さ
る

　
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
（
平
林
宥

高
事
務
総
長
）
で
は
、
五
月
二
十
一
日

付
け
を
以
て
、
事
務
局
次
長
浅
井
堅
教

師
の
辞
任
を
認
め
、
新
た
に
同
次
長

に
、
東
大
仏
青
主
事
の
白
川
良
純
師
を

後
任
に
決
定
し
、
同
日
付
け
で
辞
令
を

発
令
し
た
。

　
な
お
浅
井
前
次
長
は
自
坊
の
多
忙
と

健
康
上
の
理
由
で
退
任
さ
れ
た
由
で
あ

る
。　
全
日
本
仏
教
会
関
西
事
務
局
役
職

　
員
並
び
に
事
務
所
変
更
。

　
全
日
本
仏
会
則
関
西
事
務
局
役
職
員

並
び
に
事
務
所
は
四
月
二
十
八
日
を
も

っ
て
次
の
通
り
変
更
し
た
。

　町尚

　庁京
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　　。市橋原原鳥　　　　　　　　　川谷藤彫心田藤野平川田峰　裡野和寒田
　　東
　　山秀一隆幸　博智英孝隆光寂覚敬智明秀秀博顕頼探信淳
　　区雄道也雄　良徳俊全車応坦雄重禅俊映海良秀栄玄雄昭

　
　
　
　
　
京
都
市
東
山
区
林
下

浄
土
云
々
務
庁
内
。

　
　
及
び
事
務
所
変
更

○
栃
木
県
仏
教
会

　
（
宇
都
宮
市
西
原
太
子
町
　
観
専
二

相財教企庶同事理　副会

議難事〃会1
　　　長長長長長　長長内
　　　　　　　　　　　）
岩高　大塔稲鱒阿高人菅
田木　　　川木木淵部木見原

栄
海
（
再
）

貞
開
（
〃
）

貞
隆
（
〃
）

諒
童
（
新
）

正
浩
（
〃
）

古
墨
（
〃
）

霊
芝
円
領

　
　
〃

高
木
歓
了

岩
田
　
定
憲

○
西
山
浄
土
宗
々
務
庁

　
宗
務
総
長
　
須
佐
　
晋
竜

○
福
岡
県
仏
教
連
合
会

　
会
　

長
二
十
二
上
県

尚
、
事
務
所
は
、
福
岡
市
東
職
人
町
三

八
大
長
寺
内
　
（
電
）
7
5
二
八
六
四

　
第
二
回
文
化
専
門
委
員
会

　
　
　
五
月
二
十
六
日
　
全
仏
に
て

　
文
化
局
は
担
当
す
る
諸
行
事
に
就
て

毎
月
例
会
と
し
て
文
化
専
門
委
員
会
を

持
っ
て
い
る
が
、
五
月
例
会
を
表
記
の

通
り
実
施
し
た
。

　
創
立
さ
れ
た
日
本
仏
教
文
化
会
議
の

今
後
の
運
営
、
積
極
的
な
活
動
の
諸
般

事
項
、
更
に
地
域
仏
教
会
と
の
研
修

会
、
加
え
て
、
本
夏
七
月
三
、
四
日
の

両
日
北
海
道
に
於
い
て
実
施
さ
れ
る
第

九
回
全
仏
講
習
会
の
運
営
に
つ
い
て

等
々
を
事
務
局
に
於
い
て
企
画
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
一
応
の
諮
問
を
し
た
。

　
全
仏
と
し
て
特
に
留
意
す
べ
き
は

“
日
本
仏
教
文
化
会
議
”
の
件
で
あ

り
、
今
日
仏
教
界
の
当
面
す
る
諸
問
題

に
就
て
、
現
実
面
を
良
く
従
え
、
素
質

向
上
の
直
接
的
な
推
進
力
と
な
さ
ん
と

特
に
強
力
な
意
見
が
支
配
さ
れ
た
こ
と

は
注
目
に
値
し
た
。

宮
田
東
眠
師

臨
済
宗
建
長
寺
派
宗
務
本
院
管
長

寺
院
の
新
し
い

　
　
社
会
教
育
活
動

現
代
寺
院
の
布
教
方
法
の
上
に

近
代
的
感
覚
を
も
っ
て
、
社
会

に
如
何
に
活
動
し
た
ら
良
い
か

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
指

摘
し
て
お
り
、
現
代
寺
院
の
教

化
方
策
、
経
営
方
面
に
非
常
に

有
益
な
資
料
で
あ
る
。

著
轟
仏
麩
撫
藻
伊
藤
議

　
（
定
価
一
部
百
四
十
円
送
料
土
ハ
）

　
申
込
み
は
お
早
目
に

　
　
　
　
全
仏
総
務
局
へ

　
　
宮
田
東
現
師
は
去
る
二
十
一
日
午

　
　
後
四
時
四
十
五
分
老
衰
の
た
め
死

　
　
去
。
八
十
八
才
。
妙
心
寺
を
経

　
　
て
、
昭
和
三
十
年
鎌
倉
建
長
寺
管

　
　
長
を
歴
任
さ
れ
た
。

　
一
あ
と
が
き
一

○
第
十
二
回
静
岡
大
会
は
室
前
の
九
千

　
名
の
参
加
者
に
な
る
も
よ
う
。
特
に

　
檀
信
徒
部
会
は
漸
新
な
企
画
で
設
置

　
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
そ
の
成
果
が
大

　
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
部
で
は

　
組
織
局
員
を
は
じ
め
全
員
が
三
十
一

　
日
ま
で
に
静
岡
の
大
会
事
務
局
へ
出

　
発
し
最
後
の
準
備
に
大
童
。

O
世
紀
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ

　
と
わ
つ
か
。
静
岡
大
会
で
も
オ
リ
ン

　
ピ
ッ
ク
音
頭
な
ど
で
大
い
に
気
勢
を

　
あ
げ
る
が
、
全
国
内
に
も
オ
リ
ン
ピ

　
ッ
ク
特
別
協
議
会
を
設
け
具
体
策
を

　
着
々
練
っ
て
い
る
。

○
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
生
誕
百
年
祭
に
対
す

　
る
協
力
金
の
募
集
に
近
々
着
手
す
る

○
第
二
世
界
仏
教
徒
会
議
は
印
度
の
ナ

　
ル
ナ
ー
ト
で
十
一
月
下
旬
に
開
催
さ

　
れ
そ
う
。
国
際
局
で
は
目
下
着
々
準

　
備
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）
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